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〈特集：日仏演劇協会創立 60周年〉 

 

日仏演劇協会の思い出 

横山義志 

 

 

私が日仏演劇協会に入ったのは 2005 年のことだったと思います。フランスで博士論文を書いていたの

ですが、たまたま一時帰国した時に総会があったのかもしれません。その場で、渡邊守章先生、佐伯隆幸

先生、伊藤洋先生をはじめとするフランス演劇研究の先生方にご挨拶でき、その後親しくさせていただく

方々にも出会えて、とてもうれしかった憶えがあります。 

私は 1999 年に東京大学教養学部地域文化論研究フランス科で自由劇場を創設した演出家アンドレ・ア

ントワーヌについて卒論を書き、パトリック・ドゥ・ヴォス先生に指導していただきました。その頃、本

郷の仏文で佐伯隆幸先生の授業があり、「東大のやつらは何も知らねえな」とおっしゃりながら立て板に

水で広い見識と強烈な博識を披露されていて圧倒され、学習院大学の授業にももぐらせていただくように

なりました。あるいは、佐伯先生門下の石井惠さんにお目にかかった方が先だったかもしれません。フラ

ンス科の先輩藤井慎太郎さんにご紹介いただき、世田谷パブリックシアター学芸係にいらした石井さんの

ところで、翻訳・通訳・ドラマトゥルクなどの仕事をさせていただきました。 

ただ、その後 2000 年から 2007 年までの大部分をフランスで過ごしたこともあり、フランス演劇を専

門にしているつもりではあったのですが、日本のフランス演劇研究者と出会う機会はあまり多くありませ

んでした。思えば渡邊守章先生とはじめて少しお話しできたのも日仏演劇協会のおかげだった気がします。

その後、渡邊先生は 2008 年のパリ第 10 大学での博士論文審査にもいらしてくださいました。ただ、博

士論文では結局古代ギリシア・ローマが大部分になってしまい、「フランス演劇が専門」とは言いにくく

なって、専門は「西洋演技論史」ということにしていました。 

2007 年から働いている SPAC-静岡県舞台芸術センターでは、フランス語圏のアーティストを招聘する

たびに日仏演劇協会にご協力いただき、オリヴィエ・ピィについて渡邊守章先生や佐伯隆幸先生にお話し

いただいたり、静岡の劇場でフランス演劇関係の多くの先生方と出会えたのも懐かしい思い出です。会報

でも演出家ダニエル・ジャンヌトーさんや俳優宮城嶋遥加さん、制作部丹治陽さんのインタビューを掲載

していただいたりして、大事な記録を残すことができました。フランスで活躍する俳優の竹中香子さんと

東京日仏学院でアヴィニョン演劇祭の話をしたのも楽しい思い出です。 

2020 年に片山幹生さんが事務局長に就任され、会の活動を活発化させてくれました。コロナ禍だから

こそ、俳優としてフランス留学中の近藤瑞季さん、野口卓磨さんから zoom でお話をうかがうことができ

たりもしました。私も実行委員として関わるなかで、いろいろ学ぶことが多い 3 年間でした。戯曲翻訳

でもご活躍の岩切正一郎先生、ベケットの岡室美奈子先生、モリエールの秋山伸子先生、クローデルのテ

ィエリ・マレ先生、神学と演劇論争の森元庸介さん、中世演劇の片山幹生さん、メーテルリンクの穴澤万

里子さん、ダンスの北原まり子さん、クローデルの岡村正太郎さん、ジロドゥーの田ノ口誠悟さん、マラ



  

21 

 

日仏演劇協会会報 復刊 11 号  

ルメの村上由美さん、ジャポニスムの柏木純子さん…と、講演会や勉強会のたびに視野を広げることがで

きました。 

自分にとっては、フランス語とフランス演劇が世界の舞台芸術とつながるための入り口になりました。

アフリカやカリブ海やカナダ先住民の抵抗の思想に触れることができたのもフランス語のおかげでした。

劇場やフェスティバルで働くようになり、アジアの友人たちと過ごす時間が増えてきて、なるべくフラン

ス中心主義から脱却しようと思いながらも、今でもフランス語を話すアジア人がいたりすると、ちょっと

ホッとします。昨年フランス語話者の息子が帰国して久々に一緒に暮らすようになり、家でもフランス語

を話す機会が増えました。フランス語・フランス演劇とのご縁もまだまだ続きそうです。 

学統を継ぐ、というほどちゃんとフランス演劇を勉強してきたわけでもありませんが、先を行く世代か

ら多くの学恩を受けてきた一人として、次の世代に少しでもご縁をつなぐことができればと思っています。 

 

（日仏演劇協会実行委員、SPAC-静岡県舞台芸術センター文芸部、東京芸術祭国際事業ディレクター、 

学習院大学非常勤講師） 

  


